
発注・受入ジョブ 

Almaでの受入に関するこのトレーニングセッションへようこそ 

 

他のトレーニングセッションでは、レコードのセットを作成する方法と 

 

ジョブを使用してセットの変更をすべてのメンバーに適用する方法について学びました 

 

このセッションでは、Almaでの受入ジョブについて学びます 

 

ちなみに、他のトレーニングセッションもAlmaでの受入操作に役立つので併せてご覧ください 

 

このセッションを始める前に、ここで使用される用語について理解を深めましょう 

 

このトレーニングセッションは、すべて同じ方法で変更する必要がある複数の発注明細が 

 

存在していることを前提としています 

 

これらの発注明細をセットに挿入したら、[ジョブを実行する]ページに移動します 

 

[種別]フィルターを使用して、発注明細を更新するジョブを選択します 

 

ここではいくつかのジョブがありますが、まずは[発注明細情報を更新する]から始めましょう 

 

そして次のページで、作成済みの発注明細のセットを選択します 

 

次に、このジョブの[タスクパラメータ]を選択します 

 

一部の発注明細が誤った設定で作成された場合に、このジョブが必要になることがあります 

 

たとえば、電子リソース用に異なるアクセスプロバイダーを用意したり 

 

特定のライセンスを添付したりする必要がある時 

 

あるいは、資料タイプを間違えてしまった場合 

 

セット内の発注明細のステータスが Closed の場合、 

 

このジョブはその発注明細に変更を加えません 



 

セットの一部のメンバーが 

 

すでにフィールドにエントリを持っていて、それらを変更したい場合は、 

 

[条件]ドロップダウンを使用して、フィールドを無条件に変更することができます 

 

また、変更するパラメータの行の最初のボックスを必ずチェックしてください 

 

そうしないと、その行の変更が実行されません 

 

ジョブウィザードの最後のページで、パラメータを確認して 

 

必要に応じてジョブ名を変更し、ジョブを送信します 

 

[作業の監視]ページでジョブのステータスを確認します 

 

このトレーニングセッションの残りの部分では 

 

発注明細に変更を加えるために使用される他のジョブを見ていきます 

 

ここでは各ジョブの[タスクパラメータ]ページのみを表示します 

 

他のすべてはあなたが今まで見たジョブと同じだからです 

 

発注明細情報を更新するジョブ - [高度]は、発注明細を更新するためにも使用されます 

 

場合によっては、オーダーが作成されてベンダーに送信された後も使用されます 

 

受入方法を変更できます -- 

 

ただし、発注明細が注文書にパッケージ化されていない場合のみ-- 

 

発注明細タイプ、および発注明細オーナーが変更可能です 

 

このジョブによって変更される発注明細が、すでに発注書にパッケージ化されている場合は 

 

発注明細はその発注書から削除され、発注明細は[レビュー中]になります 

 



また、Almaは発注明細キャンセルレターをベンダーに送信します 

 

このジョブは発注明細に他のいくつかの重要な影響や制限があるので 

 

このジョブを実行する前に、マニュアルを参照してください 

 

発注明細ステータスを変更するジョブは非常に単純です 

 

発注明細のステータスを変更するだけです 

 

ステータスの選択肢は、発注明細の[キャンセル]、[閉じる]、または[削除]のみです 

 

ただしそれぞれに追加のパラメータがあり、複雑になる可能性もあります 

 

閉じることができる発注明細は、[請求書待ち]、 

 

[更新待ち]または[手動更新待ち]のみです 

 

また、通常であれば修正が必要な未解決の問題がある場合でも、発注明細を 

 

強制的に閉じるかどうかを選択できます 

 

また、[アクティベーションタスクリスト]から電子リソースを削除することもできます 

 

発注明細を[キャンセル]のステータスに設定すると、強制的にキャンセルすることができます 

 

キャンセルの理由も記入することができ 

 

書誌レコードをどうするかをAlmaに伝える必要があります 

 

そのオーダーのキャンセル後、所蔵やアイテムはなくなります 

 

発注明細取引を更新するジョブを使用すると、定価や数量のリスト、 

 

予算または予算割当などを変更できます 

 

最後に、発注明細ワークフローを更新するジョブです 

 

これは発注明細が含まれるワークフローステップを変更するために使用します 



 

たとえば、[保存して続行]を選択した場合、 

 

すべての発注明細は、レビュー中からワークフローの次のステップに移動します 

 

他の選択肢では、発注明細のステータス[準備完了]から[レビュー中]に変更できます 

 

または、閉じたりキャンセルした発注明細を再オープンして、ステータスを[レビュー中]に設定できます 

 

以上が、Almaのジョブを使用して発注明細セットの詳細を変更する方法でした 

 


